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第154号

表面励起イオン照射蒸着装置

　高硬度、高熱伝導度、高絶縁性、高耐蝕性などの優れ

た特性を有するcBN（立方晶窒化ほう素）はダイヤモン

ドと共に各種工業分野への広範な応用が期待されている

材料である。特に、超硬質材料としてのcBNはダイヤモ

ンドに比べて鉄に対して化学的に安定であるため、鉄系

材料の切削工具材として注目されている。また、エレク

トロニクスの分野においてはヒートシンクや電子デバイ

スとしての応用がきわめて有用である。最近、広いエネ

ルギーギャップ（Eg肥6．4eV）を有する単結晶のcBNに

適当な不純物をドープした、p－n接合の半導体が開発さ

れ1〕、高温半導体素子や紫外線発光素子として高い機能

を示すことが認められている。

　ダイヤモンドと類似の結晶構造を有するcBNの合成

は、ダイヤモンド合成の技術を基になされた。まず、単

結晶cBNは、高温高圧法によりWentorf2〕によって初め

て合成され、またcBN薄膜はパルスプラズマ法により

Sokolowski3）によって合成されている。その後、低圧気

相合成法によるcBN薄膜の合成は、イオンプレーティン

グ法4〕、CVD（Chemica1vapor　deposition）法5〕、イオン

ミキシング法石〕、高周波スパッタリング法7〕などで試みら

れてい乱しかし、これまでに得られている膜はhBNを

含み、cBN単一相ではないものや、CやOを不純物とし

て含むものがあり、また成膜後大気中に試料を取り出す

と基板から剥離してしまうなど、良質のcBN膜を得るに

は解決しなければならない問題が山積している。

　cBNの場合、バルク（単結晶）の合成に比べて、薄膜

の合成に関する研究は立ち後れている。そこで、あらゆ

る分野への応用が期待されているcBN薄膜の、合成法の

平成7年11月

第6研究グループ

　主任研究官　田中　耕二

確立と合成のメカニズムを明かにするために、当所では

平成5年度から9年度までの予定で「機能性スーパーダ

イヤモンド」のプロジェクト研究が推進されている。こ

こで、スーパーダイヤモンドとは気相合成のcBN膜と単

結晶ダイヤモンド膜のことをいう。「表面励起イオン照射

蒸着装置」は平成5，6年度にこのプロジェクト研究の

ために導入された装置の一つである。

　本装置は、イオン源から引き出され、高質量分離した

低エネルギーのアルゴンイオンビームを基板表面に照射

し、基板表面あるいは表面近傍の窒素を励起するか、ま

たは窒素イオンビームを照射することにより、電子銃で

蒸発されたホウ素と反応させてcBNを合成するととも

に、cBN生成のメカニズムを明かにするためのものであ

る。電子銃によるBの蒸発と窒素イオン照射を同時に行

う方法は、いわゆるIVD（Ion　and　vapor　deposition）法

と呼ばれ、Bの蒸発速度とイオンのエネルギーや電流値

などを独立に制御することができるため、cBN形成の最

適条件の設定や生成のメカニズムの解明に好適な方法で

ある。更に、cBN形成後適当なイオン種を注入し、他の

低圧気相合成法では困難な応用に向けての半導体素子形

成が可能であるなどの特徴を有する。図1は表面励起イ

オン照射蒸着装置の概略図、そして図2はその外観写真

である。装置本体はイオン生成部と成膜室部とから成る。

以下に本装置の主な性能と特徴を記す。

1．イオン生成部

　通常、イオン源では導入するガス中の不純物をはじめ、

フィラメントによる加熟や放電により衝撃された、器壁

からのガス放出に伴う不純物イオンの発生は避け難い。

（1）
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図1　表面励起イオン照射蒸着装置概略図

そこで、高純度cBNの合成とそのメカニズム解明のため

に、OやCなどの不純物を含まない高純度イオンビーム

による成膜が行えるように、本装置ではイオンの質量分

離をしている。イオン生成部はフリーマン型イオン源に

マスフローコントローラを通してガスを導入し、イオン

化したあと、引出し電極により加速（一20keV）、マグ

ネットにより90度偏向して、試料作成のための設定エネ

ルギーに減速するまでの部分である。イオン発生時には

匡体に高い電圧が印加されるので、電気的には他と絶縁

され、安全のためにアース電位の防護板で囲われている。

a）イオン源；フリーマン型

b）ビーム加速電圧；O．1～1keV、最大加速電圧は減速

　　系を調整することにより約20keVまで高くすること

　　が可能

c）イオン電流密度；イオンエネルギー100eVのN＋に

　　おいて、約100μA／cm！

d）分離質量範囲；1～50AMU
e）質量分解納（M／△M）；N。十＝753．9，N＋＝355．4，

　　Ar＋＋＝767．7，Ar＋＝678．5

2．成膜室部

　成膜室部は主に反応室、試料準備室および試料搬送機

構から成る。cBNはイオン生成部で設定エネルギーまで

減速されたイオンと、電子銃により蒸発されたBにより、

この反応室で合成される。試料準備室と試料搬送機構は

反応室を大気に曝すことなく、作製した試料の取り出し

と新しい基板交換が行えるようにするためのものである。

良質のcBN膜を得るためには、質量分離して高純度化し

たイオンを使用すると共に、反応室の到達真空度を高く、

そして真空の質を良くする必要がある。そのために、

べ一キングを充分行い、オイルフリーのポンプを用いて

超高真空領域の圧力まで排気している。

a）到達圧力；5×10■町orr以下

一赦又

図2　装置の外観写真

b）電子銃；電子ビームスイープコントロール、膜厚検

　　出器との連動による蒸発速度制御機能付き

c）スパッタイオンガン；5keV、アルゴンイオンス

　　パッタガン、試料作製前の基板表面のクリーニング

　　用

d）エレクトロンシャワー源；O．5mA／cm里、イオンによ

　　る基板表面の帯電防止用

e）基板ホルダー；X1±5㎜、Y：±5㎜、Z：±

　　30㎜、3軸方向に移動可能なマニピュレータを有す

　　る

f）基板温度；最高80ぴC

　本装置の設計・試作に入る前に、サドルフィールド型

のイオン源を使ったIVD法により、既に乱層構造の硬質

BN薄膜を作製することに成功している。今後はこの技

術を更に発展させ、乱層構造BNのcBN化やcBN形成の

メカニズムを明かにするための研究を進めていく予定で

（2）



ある。

　最後に、本装置を導入するにあたり御尽力頂いた関係

各位に深謝する。
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無機材研に滞在して

STAフェローシップ研究員

　　　　　　James　R．Hester

　3，4年前のことであります。私はシンガポールで開

催されたAsCA（アジア結晶学連合）の結成記念集会に参

加していました。そこである時、日本その他の国の院生

諸君と一緒にポスターセッションの近くの臨設された

バーで働いていました。暫く経って、私は、私の博士課

程の指導教官のTed　Mas1en博士が、一人の男性と深く

話し込んでおられるのに気が付きました。そして、直ち

に私は、その男性が我がバーの賓客（頻客）であると看

破しました。

　暫くして、二人は私を呼び寄せられ、Tedが私をもう一

人の男性、岡村富士夫博士（以下O博士と略）に紹介さ

れ、同時にその方が私にSTAフェローシップで一緒に研

究することを提案されていることを知りました。次の日

のO博士の講演を聞いて、私はそのご提案に応じる決心

をしました。思い返して見ますに、会議の晩餐会で

Mas1en博士、O博士、そして私の3人がオーストラリア

民謡“Waltzi㎎Mati1da”を意気けんこうに合唱（私と

カラオケの出会い）した時、我々の絆は強固なものに

なったのだと感じます。以上が、私が電子密度分布を実

験的に正確に決定する研究を行うため、2年問、無機材

研に滞在するに至った経緯であります。

　ところで、同会議の前まで、私は、東京に住まざるを

得ないから、残念ながら日本で研究することは恐らく不

可能であろう、と考えていたのを覚えています。当時、

東京での生活は、混雑、物価高などで毎日の生活は快適

ではないだろうと想像していました。ですから、O博士

の本拠地がつくばであることを知ったとき、私は歓喜し

ました。実は、つくばへは、既に二度、高エネ研の放射

光施設で回折データ測定をするため、．滞在したことがあ

り、また「戻れる」のだとわかり、ただただ嬉しいの一

語に尽きる思いでした。

　つくばは、色々な点で西オーストラリアの我がホーム

タウン、Perthと似通っています。Perthを未だ訪ねたこ

とのない研究者の方（無機材研には訪問されたことのあ

る方が何人かいらっしゃる様ですが）のために紹介させ

て頂きますと、大層緑濃く、美しい入江と、広い道路に

恵まれた街です。そして、広大な公園からは市心を見渡

すことができ、その市心にある幾つかの高層ビルから離

れたところに、閑静で木立ちのある道路ぞいにある一戸

建やアパート群に殆どの市民が住んでいます。オースト

ラリアでは、白転車出勤がごく普通で、川沿いや高速道

路沿いに自転車道ネットワークが張り巡らされています。

そういったネットワークの中、私は毎朝、川沿いに自転

車を走らせて6㎞ほど離れた大学へ通ったものです……

時には指導教官殿を追い越したりして。以上の描写の中

に、皆様はきっとつくばの情景をタブらせて読み取られ

ることと思います。また私は、日本の人々がつくばには

歴史的な価値が殆ど無いとしばしば感じられるという話

を聞いたことがあります。

　こう言った点が、この都市をして、多くの日本人に

とって魅力の薄いものにしている様ですが、一方、私の

ように比較的新しく開けた所（Perth市は1829年誕生）か

ら来ている者にとっては我が家のような感じがします。

　西オーストラリア大学に在学中に過ごしたPerthのこ

とを自身のホームタウンの様に語っていますが、実は私

の本当の「故郷」は、Perthの南方300㎞にある小さな町

で、そこでは両親が1，OOOhaの羊牧地を所有しています。

両親は、去る7月につくばを訪れましたが、その際、牧

場に10，OOO頭の羊を残して来たが、帰る頃には多分

13，OOO頭に成っているだろうと期待していました　　実

は、7月は小羊の生まれる月なのです。二人の姉妹も私

もずっと若い頃、毎年のことのように囲い地から二、三

（3）



頭の迷える小竿を家へ連れて帰り、群の中で一緒に慕ら

して行ける様になるまで世話を焼いたものです。それか

ら長い年月が経っても、私たちには群の中のどれがかっ

てのペット小羊であったか何時でも判りました。何故か

と言うと、彼等は私たちの方へ向かって駆けてくるのに

対し、他の羊たちは皆逃げ去るからです。

　それでも私は、妹達程には農場での仕事を楽しめませ

んでした（妹は二人とも農夫と結婚しました）。かくて私

はPerthにある大学に進むことに決め、そしてそこで

1993年8月に学位論文を書き上げました。その次の日、

北京で開催される夏UCr（国際結晶学連合）総会に向けて

出発し、北京ではO博士と再会を果たし、またDr，Ken

Yukinoとも初めてお会いする事ができました。この時、

私の博土論文が審査を経るまで数か月掛かるため、私は、

北京からモスクワまで「蒙古特急」を利層することにし

ました。これは素晴らしい旅でした。索漢たる、月光に

照らし出された蒙古平原、何マイルものロシア領土そし

て果てしなく続く森林、大湖群、また大規模石油精製工

場から上がる炎……は今でも尚、小生の脳裏に焼き付い

ております。10日間の列車旅行の後、モスクワに到着し、

そこで人々に英語を教え、翻訳をこなし、結晶学を論じ

た後、当地つくばへの赴任に備えるべく一旦Perthへ戻

りました。

　さて、無機材研における私の研究は、自身の学位論文

に極めて関係の深いものであります。すなわち、私は、

第10研究グループO博士の研究室においてX線回折によ

る実験的電子密度解析の精度の向上に取り組んでおりま

す。そうして、正確な電子密度に関する情報を、応周面

で重要な結晶の物性の発現機構を理解し、あるいは算出

するために活用することができます。唯一つ、我々の実

験において生じる誤差の重要な原困は、結晶内部で起こ

るX線の多重反射（「消衰効果」）の補正によるものです。

私が学位論文の研究でとった手段は、非常に小さい結晶

（寸法約40μm）について高強度のシンクロトロン放射光

でデータを測定することでした。無機材研では、O博士

のユニークな短波長X線源を用いて多波長実験を進めて

います。そして短波長X線を用いたこの実験の結果を用

いて、X線の反射強度を、波長ゼロのときの値まで外挿

して求めることにより、消衰効果なしの場合の強度を推

定することができます。このWKαX線源のお陰で、波長

O．11Aまでのデータを測定することができました。最近

私はこの研究の成果をモスクワで開催されたIPX’95会

議で発表しました。私はこの方法は、運動学的構造困子

の合理的かつmodel－free（仮説不要）な近似法であると

確信していますが、近く、さらに電子密度に関する実験

の他の面についても考えを進めて見たいと思います。

　私がこれまで扱った化合物は、K・Pdα・、K・PdC1・とい

う昌立った例外を除いては殆ど第一列の遷移金属のぺ口

ブスカイトばかりでした。それで、拙稿の終りにその例

外の物質の極めて特異な様相について述べておきたいと

思います。その特徴はといいますと、本質的には、どの

原子核からも隔たった領域に電子密度の濃縮が認められ

るという点であります。図1がその部分の断繭図で、こ

れと単位格子胞との関係を示したのが図2です。なお、

図／面は結晶学的には（110）面に相当します。図1の右

上隅にある電子の濃縮は、3人の異なった研究者が行っ

た室温・低温における延べ1咽の独立な実験で確認され

ていることからして、実験誤差の産物ではなさそうです。

また同様に、結晶中の不純物のせいでもないようです。

しかしながら、この現象の根源については、未だ誰も首

尾よく説明出来ないままです。そこで、もし無機材研の

研究者の中でアイデアをお持ちの方がいらっしゃいまし

たら、是非お話したいと思います！
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図！　K．PdCLのPd原子とC1原子を含む面の差フーリ

　　エ図右上隅の亜鈴様のピークに注意。等高線は

　　OI2e／A富聞隔。

㊥

U　高

図2　K．PdCL（空間群：P4／mmm）の単位格子胞。各

　　原子の熱振動を楕円球で示した。原子間の位置関係

　　を明瞭にするため、結晶学的原点を単位格子砲の底

　　心まで平行移動してある。
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プリンストン大学に滞在して

　昨年7月末より本年7月末まで長期在外研究員として

米国プリンストン大学地質及び地球物理学科Alexandra

Navrotsky教授の下で研究する機会を与えられた。

　ニュージャージー州プリンストンはニューヨークマン

ハッタンとフィラデルフィアとのほぼ中間にある。人口

約1万2千、1696年にできた米国独立と関わりの深い町

である。プリンストン大学は1746年に別の町に設立され、

1756年に現在の場所に移った。米国で4番目に古い大学

である。1776年の独立宣言には当時の学長が署名者の1

人として名を連ねる。町は独立戦争の主戦場の1つであ

り、学内最古の建物Nassau　Ha11では戦争終結後の一時

期国会が開かれた。町の中心部を目抜き通りNassau

Streetが北東から南西へ貫く。通りの両側は下り坂に

なっており、西側は学生相手の店と老舗が混在する商店

街を経て閑静な住宅街へと続く。キャンパスは通りの東

側の約2㎞四方を占め、坂を下りきった東端にCarnegie

湖がある。北側は住宅街、南側はニューヨーク行私鉄の

駅、大学院生寮、プリンストン高等研究所、独立戦争の

戦場であったBa出efield州立公園へと続く。学内の建物

は古い煉瓦造りの物と意匠を凝らした近代的ビルが混在

する。これらと木々の緑、手入れの行き届いた芝生が見

事に調和していた。芝生で遊ぶリスを見ながら学内の坂

道を歩いたり、州立公園の芝生に寝転がって透明感のあ

る木々の縁、紅葉を通して青空を眺めると良い気分転換

となった。

　大学は教員約1000人、学部学生約4500人、大学院生約

1800人の小人数で音楽、政治、数学等の幅広い学科を有

するが、他のIvy　League校と異なりビジネススクール、

医学部を持たない。固体物理学のAnderson教授、天文学

のTay1or教授等のノーベル賞受賞者、フェルマーの大定

理で話題のWi1es教授等を擁する。私の滞在中に、プリン

ストン大学で博士号を受け、プリンストンに住んでおら

れるNash博士がノーベル賞を受賞されたが、大学も町も

至って冷静であった。

　Navrotsky教授はセラミックス及び鉱物の溶解熱測

定の権威であり、技術員2名、秘書1名、研究員1名、

ポストドク6名、大学院生5名、学部学生1名と大きな

研究室を擁す孔ポストドクと学生の国籍は米、英、仏、

インド、中国、台湾、ロシア、スロバキアと多様で、米

の割合はごくわずかであった。研究対象も、地表の鉱物、

地殻深部の高圧相からガラス、誘電体、窒化物等と多岐

にわたる。私の研究課題は希土類とMn，A1，Gaから成

るペロブスカイト、ガーネット、LuMnO・型相の生成熱を

溶解熱測定により調べることであった。当初3ヵ月程

データの再現性に苦しんだ後、満足できる結果が得られ

た。既知相を不安定にして新相の出現確率を高めるには

組成、温度、圧力をどの方向に変えれば良いか、という

第11研究グループ

　主任研究官　菅家　　康

視点が開けたように思える。今後の物質探索に生かした

い。

　私の滞在開始早々、MITから1人の教授が着任され、

数ヵ月後1人の教授が引退された。新教授の実験室は

我々の実験室の真上の階で、しばらく工事の音が絶えな

かった。引退された教授の実験室でも、引退直後に工事

が始まった。扉が壁に変わり、2つの部屋を仕切ってい

た壁が取り払われ、もとの面影が跡形もない研究室に変

わっていった。Navrotsky教授が引退されたらどうなる

のかと同僚に尋ねたら、熱測定研究室は消え去り、全く

別種の研究室に変わると真顔で答えられた。5人の

Assistantprofessor最終候補が1人1人講演会を行った。

恐らく100人位の応募者から選ばれたのであろう。その講

演会は誰でも聞ける開かれた雰囲気で、事実、教授はも

とより学生達も気さくに質問していた。選考の最終段階

は公開にして、勝利者は公正で開かれた競争を勝ち抜い

たと内外に見せる、と同時に可能な範囲で最高の環境を

勝利者に与え、次の競争にけしかける。米国研究者の自

信、活力の由来と厳しさを目のあたりにした。

　しばしば自宅に招待してくれたKunal，Liang，Ivan、

一緒によく飲みにいったCraig，Martin，Sophie，Jen－

nifer等多くの友人を得た。また、滞在中に物理学科の

Ong教授、ペンシルバニア州立大学のCao，Newnham，

Roy教授、マクマスター大学のGreedan教授等の研究室

を訪問する機会があった。米国で1年問暮らすことによ

り、米国人の慣習、気質、考え方をかいま見ることがで

き、客観的に日本を眺めることができた。大きな収穫で

あった。

　最後に、Navrotsky教授、並びに今回の長期在外研究

の機会を与えて頂いた皆様に深く感謝致します。

τ

総

帰国直前、教授宅でのパーティー。教授（中）と教授の

母Mrina（左）と共に。
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第23回無機材質研究所研究発表会のお知らせ

　当研究所の研究発表会は今圓をもちまして23回目を迎

えました。これもひとえに皆様方の格別のご協力とご支

援の賜と深く感謝しております。

　本研究発表会は、無機材質研究所のグループ研究・ス

テーション研究を中心とした研究成果を発表するもので

す。

　ご多忙中のこととは存じますがお誘い合わせの上ご来

聴下さいますようご案内申し上げます。

第23回無機材質研究所研究発表会

日時：平成7年！！月13日（月）

場所：科学技術庁研究交流センター国際会議場

　　　（茨城県つくば市竹園2－20－5）

プログラム

10：OO～王O：05　あいさつ　所長　猪股　音三

10：05～10：45スメクタイトに関する研究

第5研究グループ総合研究官　申沢　弘基

コメンテーター：渡辺　　隆（．1二越教蒼大学・教授）

　　　　　　　　山岸　晧彦（北海遭大学・教授）

　　　　　　　　宮脇　律郎（名龍11二繋技術研究所・主任搬富）

　スメクタイトは膨潤性・イオン交換能・触媒能・有

機／無機複合体形成能など、無機化合物としては特異な

性質を示す。然るに常に微粒（ミクロン程度以下）で、

低結晶質でしか存在しないところが研究や利用の本質的

な難点であった。しかし、本研究の結果以下の3つのサ

ブテーマについて目覚ましい成果を得たので報告する。

　王）スメクタイトの高純度合成および単結晶化

　2）スメクタイトを用いた有機化合物との相互作用の

　　研究

　3）微結晶・微小領域でもキャラクタリゼーションを

　　可能とする解析技術の高度化に関する研究

10：50～u：30テルル酸塩ガラスに関する研究

第9研究グループ総合研究官　貫井　昭彦

コメンテーター：牧島　亮男棟京大学・教授）

　　　　　　　　横尾　俊信（京都大学・教授）

　テルル酸塩ガラスとその関連物質について、機能性ガ

ラス（薄膜・複合皮膜）合成、相変化、ガラス構造や電

子状態の解明並びに物性評価に関する研究成果を報告す

る。合成研究では相変化型、アップコンバージョンおよ

び熱黒化ガラスにっいて、また高耐化学性複合皮膜にも

触れる。一方、種々の構造解析やその場観察により、多

彩な局所構造の解明とそれらの組成や温度依存性ついて、

また電子状態の解析から種々のTeOx構造単位の起源に

ついて報告する。

　　　　　　　　青木　勝敏（物質工靴轍棚究所・極1賊／鱗綴）

　超高圧カステーションが第4期（平成2年～6年度）

に開発を行ったFBHベルト型装置、DAC装置、MAX－

90型高圧高温X線装置、2段式軽ガス銃衝撃圧縮装置の

開発概要について述べるとともに、これら超高圧発生技

術を周いて行われた各種材質研究、即ち、ダイヤモン

ド・c8N・B－C－N系化合物の趨高圧合成、各種元素の高

圧下の挙動、超高圧低温下における非晶質H・Oの相関係

等について概要を述べる。

11：35～互2：15趨高圧力技術に関する研究

超高圧カステーション総合研究官　山岡　信夫

コメンテーター：若槻　雅努（筑波大学・教授）

12：15～ユ3：15　ポスターセッション及び昼休み

13：15～13：40　“Therma1／kinetica1stabilization　of

　　　　　　　crystal　growth，三nterface”

　STAフェローシップ研究員　Oleg　A，L㎝chev

　The　problem　of　morpho王ogica王instabi1ity　of　the

growth　interface　is　considered　with　account　of　d附u－

sion，therma王1y　activated　kinetics　and　thermal　effects

in　crysta王growth　processes．It　is　shown　that　under

some　condit｛ons　thermal　effects　and　kinetics　may

｛nhibit　diffus三〇貝driven　morphologica王instability　in

（I）Physical　vapor　deposition，（II）chemicai　vapor

dePosition，　（In）　supercrit｛ca王fIuid　che1皿｛cal　deposi－

tion　and　（IV）　high　temperature　soIution　crystal

growth（trave王1ing　soIvent　techniqUes、）

13：45～14：10逆向型ラジカル源を用いた薄膜化技術

　　　　　　　に関する研究

先端機能性材料研究センター　主任研究官　小松正二郎

　立方晶窒化ホウ素cBN等の非平衡相物質の化学的気

相成長の実験的・理論的アプローチを試みた。特にcBN

表面の特異性がダイヤモンドとの比較において明らかに

なりつつあり、今後の研究において発展する見込みであ

る。

王4115～！5：15趨伝導マルチコアプロジェクト研究

（新物質探索コァ）

第11研究グループ主任研究官　室町　英治

　新物質探索コアにおいては、固相合成、液層・気相を

介した合成等、広範な手法を用いて新構造、新組成、新

組織を有した新しい超伝導体の探索を行ってきた。特に、

高圧、高酸素圧という極端条件下における探索では、

100Kを趨えるTcを持つ多くの新超伝導体の発見に成功

した。担当者は、超伝導体の高圧合成に焦点をあて、1

期プロジェクトの成果と今後の課題について発表する。

（単結晶育成コァ）

総括無機材質研究官　木村　茂行

　Bi・Sr・CaCu・Ox（Tc工92K）などの趨伝導酸化物単結

晶を育成し、Tcをはじめ種々の趨伝導特性及び結晶特性

について評価を行った。
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　また、趨伝導薄膜用基板結晶としてCZ法を周いて、

NdAI，TbAlOヨなどの単結晶を育成し、基板用としての

結晶評価を行い、これまで課題であった双晶の抑制に成

功した。

（結晶構造解析コア）

特別研究官　堀内　繁雄

　高温趨伝導体の特性は材料内の組織・構造に敏感であ

る。臨界温度Tcは結晶構造の要素であるCuO。面におけ

るホールの濃度に、一方、臨界電流密度Jcは転位、積層

不整、粒界などの磁東ピン止め点と結晶粒の配向性に強

く依存する。結晶構造解析コアでは新規高温超伝導体の

結晶構造、欠陥構造および電子構造を高分解能電顕法、

粉末中性子回折一リートベルト法等により解析した。

ユ5：20～15：45NOx選択選元用触媒の開発

第8研究グループ総合研究官　渡辺　　遵

　NOxの主要な発生源は禽動車等である。触媒を用いた

選択遼元法は希薄燃焼ガソリンエンジン周のNOx浄化

法として注目されているが、優れた触媒材料がない。従

来とは異なる発想で開発した新規な選択選元用触媒材料

の性能と特徴について紹介する。

15：45～16：45　ポスターセッション

「三極型DCマグネトロン・スパッター法による

（Nd，Ce）。CuO趨伝導薄膜の合成と評価」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋紘］郎）

「非銅系酸化物の電気伝導性と磁性」　　（内田　吉茂）

「超伝導酸化物単結晶の育成」

　　　　　　（伽11俊二、北村健二、木村　茂行）

「超伝導酸化物薄膜用基板単結晶の育成」（宮沢　靖人）

「炭酸基を含む高温超伝導体の高分解能電顕による

構造解析」　　　　　　　　　　　　　（松丼　良夫）

「高圧下で合成された趨伝導体Ca・Sr．Cu．GaO。の

結晶構造の粉末中性子回折一リートベルト法に

よる解析」　　　　　　　　　　　　　（泉　富士夫）

「La．SrCu．O。型化合物のキャリアの挙動と超伝導性」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田中　順三）

「超伝導テープ内の欠陥構造」　　　　　（堀内　繁雄）

交　通

匡璽｝→匿璽ト→庁膏百…｛1…函
　（JR鴬襲線約60分〕　　　　　　　（関襲バス約20分）　　（徒歩10分）

　　　　　　　　（嵩遠パス約60分）　　　　　　　　く徒歩「2分）

ポスターセッションタイトル
※当臼は、9膳30分荒1－1沸駅棄口発の坐研究所マイクロバスが会場
　までご案内いたします。

「スメクタイトの単結晶化」　　　　　　（山田

「走査型X線顕微鏡」　　　　　　　　（下村

「ガラス合成に関する研究一赤外線透過性、

高膨張性、低融点性から期待される応用一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井上

「ゾルーゲルコーティングによる

非晶質無機多孔体複合皮膜に関する研究」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（和田

「ガラス構造状態及び構造変化に関する研究」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（貫井

「ガラスの電子状態と構造単位に関する研究」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（末原

「FBH型超高圧合成装置の開発」

「ダイヤモンドの超高圧合成」

「cBNの超高圧合成」

rDACレーザー装置の開発」

「各種元素の超高圧X線固折実験」

「非晶質H．Oの相関係」

「二段式軽ガス銃衝撃圧縮装置の開発」

「立方晶窒化ホウ素表面の特異性と

（山岡

（赤石

（谷口

（遊佐

（竹村

（三島

（関根

そのレーザーアシステドCVDにおける展望」

裕久）

周一）

悟）

健二）

昭彦）

　茂）

信夫）

　實）

　尚）

　斉）

謙一）

　修）

利守）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小松正二郎）

「銅酸化物超伝導体の高酸素圧アニール」（小野　　晃）

「加速器により注入されたイオンの材料中での状態」

　　　　　　　　　　　　（菱田　俊］、羽田　　肇）

「超高圧下における新超伝導体合成」　　（川嶋　哲也）

西武

筑瀬センター
｛藺遼バス簿〕

？

宏1菌学魑線

惟筑波大Φ梁隼

西

大

適

り

至士1朝駅一■

繭大適り・　　　　　　　パス檸

　　　．．ぶヅ
　　　　降輌f

；僅国；冊▲　1

り□□
見一丁畠

　　＿？
無搬材服剛

　？

至荒川沌駅、

瀞11沖駅方繭
乗車口
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外部発表

投稿

登録番号 題 目 発　　表 者 掲 載　誌　等
3483 Synthesis　structural　characterizations，　and 佐々木高義・渡辺 遵 ChemistryofMateria1s

sgme　chemica1properties　of　a　fibors　titanatewlth　a　nove1Iayer／tunne1intergrown　structure 藤木 良規・北見 善三 6．1749－1756．1994．

3484 X－ray　diffraction　contrast　of　po1ycrystaI1ine 下村 周一・中沢 弘基 Institute　of　physicaI　con一

materiaI，visualized　by　scanning　x－ray　anaIyt一 ference　Series130，7，579
ica1microscope 一582．1993．

3485 ナノスペースラボ 田中 順三 インテリジェント材料
4，345－53．1994．

3486 無重力環境におけるサマルスカイトの単結晶育成 竹川 俊二 日本結晶学会誌
21．4460－466．1994．

3487 Porous　c1ay－fiber　composite＝a　potentia1sub一 中沢 弘基・山田 裕久 Transactions　of　the　Ma一
stitute　for　famed　stytol 藤田 武敏・橋爪 秀夫 terials　Research　Society

下村 周一 ofJapan
18A，157－160．1994．

3488 ゲル状カルシウム欠損水酸アパタイトの乾燥によ 末次 寧・広田 和士 無機マテリアル
る成形体の作製 門間 英毅 1，552－556．1994．

3489 Pressure　dependence　of　the　neel　temperature　of 田村 脩蔵 High Temperatures一
Col一。O　to2GPa Highpressures

2693－99．1994．
3490 Microstructure　characterization　of　gas－pres一 広崎 直登・秋宗 淑雄 Jouma1of　the　American

sure－sinteredβ一sil工icon　nitride　seeds 三友 護 Ceramic　Society
77，4．1093－1097．1994．

視察

　8月28日（月）に浦野大臣（写真上）、9月8日（金）に佐

藤政務次官（写真下）が当研究所を視察された。

「I

三・一

1迂∵
一

COE評価委員会

　9月19日（火）～22日（土）に第2回COE評価委員会が

開催された。

人事異動

小林　　弘（管理部技術課専門職）

　防災科学技術研究所に出向

山本　政明（管理部企画課専門職）

　管理部技術課専門職に配置換

下村　周一（第5研究グループ研究員）

　第5研究グループ主任研究官に昇任

　　　　　　　　　　　　　（以上平成7年10月1日付）

運営会議

　10月5日、第130回運営会議が、

1）平成8年度概算要求について

2）平成8年度再編成研究グループ等の研究課題につい

　て

の議題で開催された。

（8）



受費

受賞者名 表　　　　　彰　　　　　名 表　彰　　の　内　容 表彰年月日

赤石　　實 注目発明 リン触媒によるダイヤモンドの合成法 平成7年4月ユ冊

神田　久生 （科学技術庁長官表彰）

山岡　信夫

大澤　俊一 創意工夫功労者表彰 超高圧合成装置用粉宋成彩部晶の成形法の考案 平成7年4月17日
（科学技術庁長官表彰）

松丼　良夫 瀬藤賞 酸化物高温超伝導体の構造解析 平成7年5月25日
（㈹日本電子顕微鏡学会）

木村　茂行 論文賞 LiNbO呂不定比欠陥構造制御と二重るつぼ引き 平成7年8月8日
北村　健二 （日本結晶成長学会） 上げ法技術の開発

井伊　伸夫

研究会

年　月　冒

7．8．25

研　究　会　名

第3回複合・接合状態研究会 生体活性材料と細胞分化

海外出張

氏名 所 属 期 閻 行 先 用 務

申沢 弘基 第5研究グループ 7．8．2～7．8．28 オ’一ストリア共和 珪酸塩マクロモレキュールに関する臼・EC共同

国 研究のプロジェクト提案の可能性の検討及び、そ

ベルギー国 れに必要な予備実験・Euroclay’ヨーロッパ粘ニヒ

研究連合会議出席・発表及び珪酸塩マクロモレ

キュールに関する研究についての意見交換

関根芥1狩 超高圧カステーシ 7．8．6～7．8．20 アメリカ合衆国 EXPLOMET’95会議衝撃波と高速ストレイン現
ン 象の金属と物質への応用に関する国際会議出席及

び発表・米国物理学会凝縮系の衝撃圧縮に関する

会議出席及び発表

藤臼ヨ 武敏 第5研究グループ 7．8．18～7．8．31 ベルギー国 Euroclaジ95ヨーロッパ粘土研究連合会議出席及

チェコ共和国 び研究発表並びに研究所訪問

山田 裕久 第5研究グループ 7．8．19～7．8．28 ベルギー国 Euroclaジ95ヨーロッパ粘土研究連合会議出席及

び研究発表並びに研究機関訪問

石垣 隆正 先端機能性材料研 7．8．19～7．8．30 アメリカ合衆国 第ユ胴プラズマ化学に関する国際シンポジウム等

究センター 出席及び研究発表並びに研究所訪間

小松正二郎 先端機能性材料研 7．8．20～7，8．26 アメリカ合衆国 応用ダイヤモンド会議1995出席及び講演

究センター

嗣困 勝行 先端機能性材料研 7．8．20～7．8．27 アメリカ合衆国 第12回プラズマ化学に関する国際シンポジウム出

究センター 席及び研究発表

佐藤洋一郎 先端機能性材料研 7．8．20～7，8．27 アメりカ舎衆国 応用ダイヤモンド会議1995出席及び講演並びに研

究センター 究機関訪問

松本精一郎 先端機能性材料研 7．8．20～7．8．27 アメリカ合衆国 第12固プラズマ化学に関する国際シンボジウム出

究センター 癖及び研究発表

和困 芳樹 第7研究グループ 7．8．27～7．9．2 オーストラリア国 第1胴固体の励起状態のダイナミックスに関する

国際会議出席及び研究発表

蘭中 高穂 第12研究グループ 7．9．6～7．9，！5 アメリカ合衆国 希土類多ホウ化物・B．C等及び軟X線分光用商晶

質YB舶単結晶の結晶性と分光素子性能評価につ

いての研究討論
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竹村謙一 超高圧カステー 7．9．6～7．9．15 ロシア連邦 高圧物理学の現状と未来国際会議及び第15回高圧

ション ポーランド共和国 力科学と技術に関する国際会議出席・研究発表

加茂　睦和 先端機能性材料研 7．9．6～7．9．17 スペイン国 第6回ダイヤモンド、ダイヤモンド状及び関運物

究センター 質に関するヨーロッパ会議組織委員会及び会議出

席

小松　　優 第7研究グループ 7．9．9～7．9．16 連合王国 第4回イオン交換国際会議に出席し、最新の材料

合成とキャラクタリゼーションに関する情報を取

得する

安藤　寿浩 先端機能性材料研 7，9．8～7，9．17 スペイン国 ダイヤモンド薄膜’95会議出席及び研究発表

究センター

小玉　博志 未知物質探索セン 7．9．8～7．9．20 連合王国 第4回イオン交換国際会議出席・研究発表及びレ

ター ディング大学訪問

末次　　寧 第10研究グループ 7．9．9～7．9．16 中華人民共和国 リサイクラブル材料設計とエコバランスに関する

国際ワークショップ及びエコマテリアル国際会議

出席・研究発表

松井　良夫 第4研究グループ 7．9．9～7，9．16 スペイン国 酸化物超伝導体及びペロブスカイト関連化合物に

関する研究、特に炭酸塩超伝導体の炭素配列、並

びに酸素欠陥に起因する超構造等の高分解能電子

顕微鏡による研究の現状について調査及び討論を

行う

石澤　芳夫 第12研究グループ 7．9．9～7．9．17 スペイン国 ダイヤモンド薄膜’95会議に出席し、最新の材料合

成に関する情報を取得する

小松正二郎 先端機能性材料研 7．9．9～7．9．17 スペイン国 ダイヤモンド薄膜’95会議に出席し、最新の材料合

究センター 成に関する情報を取得する

遊佐　　斉 超高圧カステ」 7．9．lO～7．9．17 ポーランド共和国 15回高圧力科学と技術に関する国際会議出席・研

ション 究発表

泉　富士夫 4研究グループ 7．9．11～7．9．20 大韓民国 新素材特性評価センタープロジェクトの短期専門

家としての研究協力

大谷　茂樹 第12研究グループ 7．9－13～7．9．24 ロシア連邦 希土類ホウ化物結晶の育成と性質に関する共同研

究

内田　吉茂 第11研究グループ 7．9．16～7．10－15 スイス国 各々の研究機関を訪問し酸化物超伝導体等の無機

ポーランド共和国 物質の磁気共鳴や低温高圧物性の研究分野におけ

ドイツ運邦共和国 る最近の動向と研究協力に関連した調査を行う

オランダ王国

板東　義雄 第3研究グループ 7．9．30～7．10．4 イタリア国 第4回ヨーロッパセラミックス協会会議出席及び

講演

田中　英彦 第3研究グループ 7．9．30～7．10．14 イタリア国 第4回セラミックス協会会議出席及び発表並びに

非酸化物セラミックスの微構造制御と評価に関す

る研究についての討論

西村　聡之 第3研究グループ 7．9．30～7．10．14 イタリア国 第4回ヨーロッパセラミックス協会会議出席及び

発表並びに非酸化物セラミックスの微構造制御と

評価に関する研究についての討論
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